日本混相流学会2006年度第2回理事会・議事録

日時：平成18年9月9日(土)13:00-17:00

場所：大阪大学中之島センター9F会議室2

出席者(理事)：辻裕(会長)、井口学(筆頭副会長)、賞雅寛而(企画担当副会長)、奈良林直(情報担当副会長)、高橋弘(情報部会長)、小泉安郎(企画部会長)、田中敏嗣(国際部会長)、大川富雄(総務部会長)、梅景敏彦(九州地区担当理事)、大成博文(リエゾン担当理事)、関眞佐子(関西地区担当理事)、佐藤博(東北地区担当理事)

出席者(オブザーバー)：近藤健、和田富広(事務局)、梅川尚嗣(総務委員・書記)
配布資料：

1. 前回議事録の確認
[資料2006-2-01]

2. 各種委員会委員
[資料2006-2-02]

3. 地区代表候補者
[資料2006-2-03]

4. 情報部会報告

[資料2006-2-04]

5. 企画部会報告

[資料2006-2-05]

6. 国際部会報告

[資料2006-2-06]

7. 学生会報告

[資料2006-2-07]

8. その他

[資料2006-2-08]

議事：

1.前回議事録確認

大川総務部会長から、資料2006-2-01に基づき前回議事録の確認があった。訂正等ある場合には近日中に総務部会長まで連絡することとした。

2.各種委員会委員の承認

大川総務部会長から、資料2006-2-02に基づき各種委員会委員名簿の確認があり、これを承認した。

(1) 例年の委員会に加え論文特集号委員会を明記することとした。

(2) 企画運営委員会の構成・役割に関して議論を行い、レクチャーシリーズ運営委員会委員長、オーガナイズド混相流フォーラム実行委員長、混相流技術リエゾン専門委員会委員長の3名を企画運営委員とすることを承認した。

(3) 委嘱状は事務局から各委員宛送付することを確認・依頼した。

3.地区代表・監事候補

入退会者の確認を行った後、地区代表・監事候補者に関して資料2006-2-03に基づき大川総務部会長から説明があった。

(1) 原則任期3年に伴い交代となる北海道地区、東北地区、九州地区について、各地区担当理事より推薦のあった評議員を推薦する地区代表の後任候補が示された。地区代表と理事の兼任に関する確認を行った後、これを原案通り承認した。

(2) 監事候補者を理事会として承認した(監事の決定は会員選挙による)。

(3) 各地区担当理事は、地区代表の行う評議員候補の調整作業に協力するとともに、10月末を目処に候補者名簿を事務局に提出することを確認した。

· 総務委員長からの評議員候補推薦依頼は、地区担当理事より地区代表に伝える。東海地区ならびに北陸･信越地区担当者への連絡は、総務委員長が行う。

· これまでの評議員データ等は、各地区担当理事にて確認を行う。

· 評議員定数については昨年度通りとする。

· 次期役員との整合性に配慮する。

4.情報部会報告

4.1 編集委員会報告

高橋情報部会長から資料2006-02-04aに基づき以下の内容の報告があった。

(1) 会誌発行に関する報告

20巻2号～20巻4号までの会誌編集状況が報告された。本件に関連して行われた主な議論は以下の通り。

· 9月号において各種委員会委員の名簿を掲載することを確認した。

· 9月号もしくは12月号へのShook先生の追悼記事の掲載に関して検討を行うものとした。

· 学会賞の内容紹介をより詳しく行ってはどうかとの意見が述べられた。

· 学会活動との連動性について意見が述べられた。本件に関連し、マイクロ・ナノバブル技術シンポジウムで適当と思われる講演について、解説または総説としての掲載を検討することとした。

(2) 論文特集号に関する報告
論文特集号(混相流研究の進展)の発行準備状況が報告された。候補論文の選定作業はほぼ完了。円滑に発行を行うため、執筆依頼時にテンプレートをつけ、また論文特集号委員会にフォーマットのチェックも併せて依頼する予定。発行までのスケジュールは関係委員会と調整を行う。

(3) J-Stage関連

· 川口編集委員をJ-Stage担当委員として選出したことが報告された。

· 会誌｢混相流｣と｢混相流研究の進展｣を別冊子としてJ-Stageに登録する方向で作業することを理事会として了承した。

· J-Stage利用申請書について、川口委員と連携して対応することを会長に依頼、了承された。

· bibファイル作成のため、来年度以降アルバイトが必要となる可能性が指摘された。その他、電子ファイルの残っていない記事への対応等について意見交換した。

4.2混相流研究の進展・審査関連

社河内論文特集号委員長作成の資料2006-2-04bを基に、混相流研究の進展の論文審査手順等について大川総務部会長から報告がなされた。採否の判定結果を迅速に著者に連絡する必要のあることが確認され、論文特集号委員長への連絡を情報部会長に依頼、了承された。

5.企画部会報告

(1) 資料2006－02－05aに基づき、小泉企画部会長から金沢年会・シンポジウムの概略が報告された。最終の実施報告は、次回理事会で佐藤恵一実行委員長より行われる予定。本件に関連し、20周年記念行事の開催について検討を行うことを企画部会長に依頼し、了承された。これに関連し、次回年会における受付のデザインについて意見が述べられた。

(2) 資料2006－02－05bに基づきOMF2006-Sendai準備状況ならびにOMF2007の検討状況について、佐藤OMF担当理事から説明があった。

(3) 資料2006－02－05cに基づき大成リエゾン担当理事から混相流技術リエゾン専門委員会(金沢年会における特別セッションおよび第1回マイクロ・ナノバブル技術シンポジウムの実施報告、今後の活動計画等)の報告があった。特別セッション、技術シンポジウムとも盛会であり、またマイクロ・ナノバブル技術の研究レビューの実施を検討中であることが報告された。

(4) 亀田レクチャーシリーズ運営委員長作成の資料2006－02－05dに基づき、昨年度混相流レクチャーシリーズの実施報告と今年度開催計画について小泉企画部会長から説明があった。

(5) 学会設置の4研究会(混相流フォーラム関西、マイクロ・ナノバブル研究会、混相流のグラフィックシミュレーションと可視化研究会、東北混相流研究会)の今年度活動計画について、小泉企画部会長より説明がなされた。これに関連し、研究会のあり方について提案があり、企画部会長で提案の骨子を検討することとした。

6.国際交流部会報告

資料2006-2-06に基づき、田中国際交流部会長より報告がなされた。

· ICeMニュースレターの発行計画が示された。

· ICMF(Leipzig)に参加する若手研究者の支援を実施することとし、12月号会誌で募集を行えるよう、国際部会長が準備を行うこととした。

· 日欧二相流専門家会議および混相流計測技術国際シンポジウム準備状況が報告された。

· 今年度のインターナショナルレクチャーコース開催計画が示された。

7.学生会報告

坂東学生会担当理事作成の資料2006-2-07に基づき、大川総務部会長より学生会活動報告(夏季セミナー実施報告および年会講演会学生優秀講演賞選考結果)が行われた。本報告に関連して以下に示す議論が行われた。

· 坂東学生会担当理事都合により、学生会関連業務は内山前学生会担当理事が代行しているが、適当な期間を経て学生会担当理事は梅影理事に引き継ぐこととした。

· 東北地区の学生会世話役に欠員が生じたため、佐藤東北地区担当理事に人選を依頼、了承された。

· 学生優秀講演賞の受賞者数について梅景理事に検討を依頼、了承された。

· 学生優秀講演賞受賞者を、原案の通り承認した。

8.その他

(1) 学術会議関連

事務局より、日本学術会議登録の協力学術研究団体の確認を行った結果について報告がなされた。

(2) ホームページ更新関連

学会ホームページの改善に関連して意見交換を行った。主な検討事項は、歴代会長挨拶の取り扱い、学生優秀講演賞の掲載、オフセット原稿テンプレートの掲載、規定類の掲載、使用フォント等。

(3) 総会開催時期について

来年の年会講演会は6月実施のため、年会講演会開催中に臨時総会を開催し、事業年度明けの7月以降に総会を開催することとした。総会に併せて20周年記念行事を実施すること等も視野に入れ、日程および開催場所の検討を行うこととした。

(4) 表彰規定の改訂

表彰規定の改定を原案通り承認した。また、業績賞および貢献賞の選考方法について意見交換した。

(5) 論文精選集からの論文賞推薦関連

精選集からの論文賞推薦手続きが原案通り承認された。また、候補論文が大幅に増加することから、論文賞の受賞件数を4件以内に変更することを承認した。

(6) 維持会員増強に関して

維持会員特典(バナー広告や企業紹介記事等)の有効利用が図られるよう、検討を行うこととした。また、

年会講演会等での協力企業について、礼状の送付を行うこととした。

(7) 個人会員・学生会員増強

個人会員増強のため、検討を継続することとした。

(8) 年会講演会2008開催地と実行委員長

再来年開催の年会講演開催地について、意見交換した。

(9) 将来構想検討WG答申書

標記答申書について、周知が行われた。

(10) 会費未納者について

会費未納者の状況について事務局より報告があり、既に取り決めた通りに対応することを確認した。

総務委員長：大川富雄
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